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沿 革

　昭和15年8月日本遺伝学会は，京城において開催された第131・1｜大会において，満場一・致をもv，てll・1、1／：遺伝学1ヲF

究所設立決議案を可決した．翌16年4月日本学術振興会内に設けられた，第4（遺伝）特別委n会は遺伝学研究の振

興を計ると共に，日本遺伝学会と協力して国立研究所の実現のため努力を捧げた．この特別委r桧は1昭不ll　23年6刀

解散するまで前後17回の委員会を開ぎ，本所の設立の機運を醸成する上に大なる山献をなしたことは周知の如くであ

る．さらに昭和22年5月日本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し，側而的に国立機1臭1の設げを促進するよう

に努めた．かくして内閣の交代，国会の解散，農地問題，G．H．Q．との交渉の停頓など，幾多の難関に出介ったが，

うまず屈せず折衝を続けた結果，漸く政府及びG．H．Q．の諒解を得て，昭和23年7∫］片lll内匿1の第2国会において

少額ながら初年度予算の通過を見るに至った．しかしこの年は立法上の都合で開設の運びに至らず，翌昭和24年5月

吉田内閣の第5国会になって初めて設置法案が可決され，同年5刀31日文部省設置法の公布となり，それにもとづ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nき6月1日をもって待望10年の国立遺伝学研究所はここに誕生を見るに至ったのである．そこで事務所をとりあえ

ず文部省内に設け事務を開始したが，同年9刀三島rl∫所在の富士産業株式会社所有地23，526坪を買収し，翌月同社

所有の建物1・347坪を借受け，12月1日事務所を同所に移し，研究所の陣容初めてやや備わるに至った．この建物

はその後文部省において購入し（昭和26年3月，12月），内部に大改造を施すと共に外部を補修し，付属建築物の

新設，圃場の整備を行ったが，つづいて昭禾1｜27年度において新館及び調節温室，昭和28年度においてネズミ飼育

室，昭和30年度においてアイソトープ実験室，昭和31年度において微生物実験室，昭和32年度において隔離温室

及び第ニネズミ飼育室，昭和33年度において水田温室等の新設されたことにより，ここにいささか面口を一新し

た．これら研究用施設の拡充，宿舎の増設等については文部省当局，科学技術庁，静岡県，三島市，日本専売公社，

ロックフェラー財団等の同情と援助とに負うところ多大なるものがあったことを銘記しなければならない．

　本所の構成も最初研究部門は第1，第2，第3の3部であったが，1沼和28年度に生化学遺伝部，昭和29年度に

応用遺伝部，昭和30年度に変異遺伝部を増設して形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部，生化学遺伝部，応用遺伝部

変異遺伝部の6部となった．

使 ムロP

　遺伝学研究所とは何をする所か，なぜこれを大学付属にしなかったか，なぜ三島のような不便な土地を選定したか

ということは局外の人々からしぼしば受ける質問である．

　順序としてまず遺伝学の重要性から述べよう．生物の有するすべての形質は，一・見しただけでは解らない生理的形

質をも含めて，遺伝子と細胞質と環境との相η二作用により決定される．最近の研究によれば遺伝子は上は人類より下

はパクテリヤに至るまであらゆる生物体に含まれ，またウイルスにさえ知られ，ひとり遺伝の原基であるぼかりでな

く，実に生命の根原というも過言ではない．かつては細胞が生物体組織の単位であるとされていたが，今日では細胞

の何百万分の1かに過ぎない微細な遺伝子が第1次的単位であることが認められるようになった．このように重要な

遺伝子が細胞質との協同において，いかにして親から子に伝わり，自然的または人為的にいかなる突然変異を起し，

環境の影響が個休形質の表現にいかなる変化を与えるか，遺伝子作用発現の経路はどうか等の問題を研究するのが遺

伝学である．従って遺伝学は生物学の中核ともいうべきもので，分類，形態，組織，解剖，生理，発生，病理等と密

接な関連を有するばかりでなく，応用方而でぱ農学，医学とも不可分の関係をイtし，さらに教育，心理，法律との間

にも重大なつながりを持つ．本所はこのような百要な科学であり，かつ比較／l勺近年発達した学問である遺伝学を，従

来でも世界的に高い水準を保って来た日本の遺伝学の研究を更に一・層推進すると共に，特別研究生，研修生の制度を

設けて新進の研究者を指導育成することを使命としている．将来本所に既設の6部の外更に人類遺伝部，集団遺伝部，

微生物遺伝部等が増設せられ，各部相互間のイ」機的活動にょって遺伝を中心とするあらゆる屯要テーマについて総合

研究を試みるに至ったならば，斯界に…新紀元を画すべき偉大なる業績をあげることも，決して空中楼閣とはいえな

いであろう．

　本研究所は現在のところ研究員の数，施設，予算等いずれの前から見ても，まだびようたる1機関に過ぎないが，そ

の設立は外国の専門雑誌にも報道され，著名な学者から祝意を寄せられ，　また来朝した外国の遺伝学者はもとよりの

こと・専門外の学者のわざわざ本所を訪問する者も年と共に多く，本所の国際的声価｝よこれらの事実によっても推定
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究　所　本　館　全　景

究所及び国立遣伝学研究所にそれぞれ評議員会を置く．

　2．評議員会は，それぞれの機関の事業計画，経費

の見積人事その他の運営管理に関する重要事項につい

て，それぞれの機関の長に助言する．

　3．それぞれの機関の長は，評議員会の推薦により，

文部大臣が任命する，

　4．評議員会は20人以内の評議員で組織する．

　5．評議員は，学識経験のある者のうちから文部大

臣が任命する．

　6．評議員の推薦，任期その他評議員会の組織及び

運営の細目については政令で定める．

　第23条　国立遺伝学研究所は，遺伝に関する学理

の総合研究及びその応用の基礎的研究をつかさどり，

あわせて遺伝学研究の指導，連絡及び促進をはかる機

関である．

　2．遺伝学研究所の内部組織は，文部省令で定める．

文部省設置法施行規則（抄）

　　　　（昭和28年8月31日文部省令第2腎ワ需闘一43鵠㌔1需6改正YJ・．同32年10月12日同18弓・）

（内部組織）

第63条　　　国立遺伝学研究所に左の部を置く．

庶務部

形質遺伝部

細胞遺伝部

生理遺伝部

生化学遺伝部

応用遺伝部

変異遺伝部

　（庶務部の分課及事務）省略

　（形質遺伝部）

　第65条形質遺伝部においては，生物における各種

の遺伝形質の分析及びその遺伝様式に関する研究を行
う．

　2・形質遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き，

各室においては，前項の研究について，それぞれ動物に

関する研究及び植物に関する研究を行う．

　（細胞遣伝部）

　第66条　細胞遺伝部においては，生物細胞の核及び

細胞質と遺伝との関係に関する研究を行う．

灘雛騨難騨 欝騰際響螺鱗灘騨
　　　　　　　　　　　♂

譲　．逐、t．

4警轟

讃零≠
’

轍s撚。　　・ve　　’泌　　　　　汲　’∨

●

、鍵

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

第2図 ラットの吉田肉腫細胞の染色体．矢印
は亜系に特有のJ形染色体

　2．細胞遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き，

各室においては，前項の研究について，それぞれ動物に

関する研究及び植物に関する研究を行う．

　（生理遺伝部）

　第67条　生理遺伝部においては，生物における遺伝
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第4図　蚕卵色による雌雄鑑別
　　白卵からは雄，黒卵からは雌が生れる

　1．国の機関の求めに応じ，人口，優生，農業等に関す

る政府の施策について，科学的基礎資料を提供するこ

と．

　2．国及び公共地方団体の機関，大学，民間団体等の

求めに応じ，協力し，指導する．

　3．内外の諸機関と連絡協力すること．

　4．研究成果の1二1」行及び研究会，講習会等の開催その

他研究の促進に関すること．

職員定員（昭34．5．1．現在）

区　分　　事務官　　教　官　　その他　　　計

定員　7　　28（1）　10（5）　45（6）

現員7　28（1）10（6）45（6）
（）内数字は常勤職員および非常勤研究員を示す

評議員会

評議員
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　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

国立科学博物館長

東京大学長

放射碗医学総合研究所長

北海道大学名誉教授

名古屋大学長

東京大学名誉教授

農業技術研究所長

日本専売公社総裁

静岡県知事

東京大学教授

国立公衆衛生院徹生統計

岡　　田　　要

茅　　誠　司

塚本　憲　甫

小　熊　　桿

勝　沼　精　蔵

浅　見　与　七

盛永俊太郎
松　隈　秀　雄

斎　藤　寿　夫

野　口　彌　吉

〃

〃

〃

〃

〃

学部長

坂田郁苗株式会社々艮

原子力委員会委f資

東京都、’／．大学教授

東京大学応川微’1：弓吻側究

所長

東京大学名肖教授

　　　　　　　　職　　　員

　歴代所長

剣木亨弘　昭和24年6月1日
（所長事務取扱）

小　熊　　桿　　昭和24年8月10日

木原　均昭和30年10月1Fl

　現　職　員

所長　文部教官　木原
　研究系職員

文部教官　形質遺伝部長，室長

　〃　形質遺伝部第2研究室長

　〃　　　　〃　　　研究員

研究員　　　〃　　研究補助員

文部教官　細胞遺伝部長，室長

〃細胞遺伝部第1研究室長

〃　　　　〃　　　研究員

〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

〃生理遺伝部長，室長

〃生理遺伝部　　　研究員

〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

〃生化学遺伝部長，室長

　生化学遺伝部第1研究
〃

　室長心得

　生化学遺伝部第2研究
”室長

〃生化学遺伝部研究員

〃　　　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃（休職）〃　　　〃

〃応用遺伝部長，室長

〃応用遺伝部第3研究室長

　応用遺伝部第1研究室長
〃

　心得

〃応用遺伝部研究員

〃　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃変異遺伝部長，室長

〃変異遺伝部第1研究室長

〃変異遺伝部第3研究室長

〃　変異遺伝部研究員

川　上　理　一・

坂　田　武　雄

石　川　・一・郎

森脇大：1：：郎

朝　ル　リ3宣

加　川　郎　：…

ll召和124fド8）」100

1昭禾ll307ド10月　1　日
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均　　理博

田島彌太郎　農博

木村資生理博Ph．D

稲垣栄一
鬼丸喜美治

竹中　要　理博

吉田俊秀　理博

館岡亜緒　理博

森脇和郎理学修士

大島長造理博
平　俊文

阪本寧男

辻田光雄農博
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小川恕人　医博

坂n文吾
遠藤　　徹

飯野徹雄Ph．D
津田誠三　農博

酒井寛一農博
岡　　彦一　農博

山田行雄

宮沢　　明

河原孝忠

井山審也農学修士

松村清二　農博

菅原　　努　医博

近藤宗平　理博

土川　　清
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〃 〃 〃 藤井太朗

　併任，非常勤研究員，外国人研究員

研究員　北海道大学教授　牧野佐二郎

〃

〃

外国人
研究員

客

　　　　　　　　　　　　　　理博　併任

名古屋大学教授　島村　　環　理博　　”

塁麟耀業科古里和夫　非醐
　　　　　　　　フP一ラ，アリス，
　　　　　　　　　リリエソフェルト　Ph．　D

員

京都大学名誉教授

北海道大学名誉教授

九州大学名誉教授

京都大学名誉教授

　事務系職員

文部事務官

　　〃

〃

〃

理博　桑田義備

宏隻博　小熊　　押

㌶田峰麿
理博駒井卓

庶務部長清水邦夫
庶務課長　杉生純義

会計課長　吉川藤一一

庶務係長松原筒躬

〃

〃

〃

〃

旧　職

文部教官

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

人事係長

経理係長

用度係長

〃事務官

員

今井英夫

大垣昌弘

加地早苗

伊藤太郎

古里和夫
小熊　　桿

田中義麿

駒井　　卓

林　　孝三

後藤寛治

石原隆昭

阿部幸頴

杉浦嘉彦

松原爾躬　併任

中野浩子

門脇淳三

大山亭二

文部事務官

　　〃

〃

塚本盛平

乙藤寛一

宮沢正夫

各研究室の　概況

形質遺伝部　（田島彌太郎）

第1研究室　（田島彌太郎）

　この研究室では我国で独自の発展をとげた蚕について

の遺伝学的研究が行われている．

　1）　蚕の遺伝学的研究　（田島・稲垣）

　蚕の各種遺伝子について連鎖地図を完成すること，蚕

の染色体上における遺伝子分布の特性を明かにすること

などが当面の研究課題になっている．これには大きな研

究規模を必要とするので，国内家蚕遺伝学者多数の協力

を求め，総合研究班を組織して，作用類似遺伝子，偽対

立遺伝子，多面発現遺伝子，自然に起った染色体転座な

辮謬
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どについて研究を進めている．

　2）　蚕の放射線遺伝学的研究　（田島・佐渡）

　「動物に及ぼす放射線の遺伝的影響」研究の一環とし

て蚕を材料として，放射線誘発突然変異率，生殖細胞の

発育時期により誘発突然変異率にいちじるしい差異の生

ずる原因，γ、線少量継続照射の影響などの諸問題につい

て研究を行っている．生殖細胞の体外培養実験も咋年度

から開始された．

　3）　昆虫類の食性転換に関する研究　（田島）

　人為突然変異による蚕の食性転換の研究がk）？：けられて

いるが，更に研究を家蚕蛾科及び天蚕蛾科昆虫の食性進

化の問題に発展させようと努力している．

警

．ヂ憩繭噸鱈鷹
一｛ピぷぜこ『1be←’　：kS－；

第2研究室（木村資生）

第5図　昆虫飼育室の一部

　1）　集団遺伝学の理論的研究　（木村）

　この研究宝の最も主要な課題は集団遺伝学の基礎をな

す数理の研究である．担当者木村は過去10年の間，主

として遺伝子頻度の変化に関する確率過程の問題を解く

ことに専念して来たが，一応の成果を上げることが出来

たので，最近では白然淘汰による適応度の変化，遺伝子

系安定性の条件，量的形質に関する遺伝的変異の保有機

構等の問題を研究している．

　2）　人類集団に関する統計遺伝学的研究　（木村）

　集団遺伝学の数理の応用として行っているもので，放

射線の人類集団に対する遺伝的障害の問題を研究してお

L
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